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いは Staphylococcus epidermidis が代謝することで発生することを明らかにし、GGR（カンゾ
ウ抽出物）と EPC-K1（ビタミン E と C のリン酸ジエステル）が高いジアセチル生成抑制能
を示すことを見出した。さらに GGR のジアセチル生成阻害効果が、GGR による基質・乳酸の
菌体内への取り込み抑制に依拠することを明らかにした。また、EPC-K1 を添加した培養液
中では、EPC-K1 が乳酸あるいはピルビン酸の細胞内への取り込みを部分的に阻害し、さら













られる代謝物として C 型腋臭から 20 成分、A 型腋臭から 4 成分を発見した。これらには
未同定成分が多数含まれており、新規な腋臭関連成分であることが示唆された。 
・ジアセチルは Staphylococcus aureus あるいは Staphylococcus epidermidis が乳酸を資化する























位規程第 23 条および第 24 条に基づき、学力確認のために専門科目 3 科目（分析化学、生
化学、微生物学）および外国語（英語）の試験を行った。試験結果を主査、副査で検討し
た結果、本学大学院博士課程後期課程修了者と同等以上の学力を有することが確認された。 
以上の諸点を総合し、本学学位規程第 18 条第 2項に基づき本論文提出者に対し、 
「博士（理学 立命館大学）」の学位を授与することを適当と判断した。 
